
　農林水産政策研究所長の浅川京子（あさかわきょ
うこ）です。４月１日付けで神山所長の後任を務め
ることになりました。よろしくお願い申し上げま
す。
　農林水産政策研究所は、農林水産関係で唯一の国
の政策研究機関として設立され、農林水産省が政策
を企画立案する際に必要な調査研究について、社会
科学等の手法を使って取り組んできました。また、
研究機関として、農林水産分野の基盤的かつ先導的
な研究に取り組んできました。調査研究に当たって
は、農林水産省の行政部局と連携しつつ、個々の政
策課題に対応して機動的に対応する一方、農林水産
政策の基本的なテーマについては中長期的な視点か
ら継続的に研究を進めております。また、研究成果
については、行政部局に提供するほか、広く社会に
還元してきました。

　我が国の農林水産業は、国民に対して良質な食料
を安定的に生産し供給するという重要な役割を果た
しています。同時に、農林水産業は農山漁村地域の
主要産業であり、食品産業など裾野の広い関連産業
と深く結び付いています。農林水産業が地域で継続
して営まれることにより、関連産業とあいまって活
力ある農山漁村地域が形成されているのです。
　このような、国民生活に直結する重要な役割を果
たしていくためには、産業としての農林水産業の基
盤を強化していく必要があります。また、我が国の
農林水産業の振興に当たっては、国民の要請に応え
政策の理解を得ることや世界的な動向にも対応する
ことが求められます。
　昨年からの新型コロナウィルスの感染拡大は１年
余りの間に食料・農林水産業にも大きく影響しまし
た。食料の供給面では、輸出国における規制やクラ

スターの発生により一時的に貿易が滞り、我が国に
おいても食料安全保障が強く意識されるようになり
ました。また、国民の行動が制約される中、外食や
観光の機会が激減する一方で、巣ごもり需要が拡大
しテイクアウトなどの中食や食品スーパーの売り上
げが増えるなど、食料の供給ルートが急変し、品目
によっては需給バランスが大きく崩れました。さら
に、リモートワークの定着や生活の価値観の変化に
伴い、農山漁村に人の流れが回帰する傾向も出てき
ています。
　農林水産業や農山漁村はこのような経済社会全体
の変容に柔軟に対応していくことが求められていま
す。農林水産業の経営においては、効率性を追求す
るだけではなく、今回のコロナ禍のような事態の影
響を最小限に抑えるべくリスクを分散するという視
点がより必要になるでしょう。また、農山漁村地域
では、都市部から回帰した人たちの力を農林水産業
や地域の活性化のためにもっと発揮してもらうこと
を考えてもいいのではないでしょうか。コロナ禍
は、農林水産業や農山漁村が大きく変容するきっか
けともなり得るのです。

　農林水産省は、食料の安定供給、農林水産業の振
興、農山漁村の活性化という政策目標を達成するた
め、農林水産業の担い手の確保、経営基盤の強化、
需要に即した生産、農地等の生産基盤の整備等の政
策を進めてきました。これらの政策の基本的な方向
を今後とも維持しながら、今回のコロナ禍のように
刻一刻と変化する情勢から中長期的には「新常態」
下の産業・社会経済を見据えて、政策を企画立案す
る必要があります。
　また、農林水産政策の必要性はもとより、農林水
産業や農山漁村の重要性について我が国の社会共通

「就任に当たって」
農林水産政策研究所長　浅川　京子
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の理解とするためには、データに基づき政策を企画
立案し政策効果を明確にすることにより、農林水産
業の関係者以外の人たちが理解し納得できるように
説明していかなければなりません。
　当研究所は、農林水産政策の基礎となる情報の収
集・分析、将来予測を通じて実効性のある政策の推
進に貢献していきたいと思います。このため、行政
部局と密接に連携するとともに、客員研究員等外部
の研究者や大学等の研究機関と連携して研究を行
い、研究体制の強化とニーズに即した研究を行って
まいります。また、研究成果については、政策への
活用のみならず、広く社会に共有していただくよ
う、様々な媒体を通じて発信してまいります。
　昨年度はコロナ禍のため、国内外の現地調査や対
面でのセミナーが制約されるなど厳しい研究環境に
ありましたが、そのような中でも、オンラインで開
催した当研究所の「創立20周年シンポジウム」には
首都圏以外からもこれまで以上に広い範囲の方々に
参加いただきました。今後も様々な取組を強化しな
がら農林水産業や農山漁村の持続的発展につながる
研究を進めてまいりたいと考えていますので、関係
各位の一層の御理解と御支援をお願い申し上げま
す。

浅川　京子（あさかわ　きょうこ）

農林水産政策研究所長（Director-General）
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概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。


		手動チェックが必要: 2

		手動チェックに合格: 0

		手動チェックに不合格: 0

		スキップ: 2

		合格: 25

		不合格: 3




詳細レポート


		文書



		ルール名		ステータス		説明

		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要

		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない

		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である

		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる

		優先言語		合格		テキスト言語の指定

		タイトル		不合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている

		しおり		スキップ		大きい文書にしおりが存在する

		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である

		ページコンテンツ



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている

		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている

		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している

		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定

		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている

		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない

		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		合格		適切なネスト






先頭に戻る
